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華

北

根

拠

地

の

詩

運

動

秋

吉

久

紀

夫

丁
玲

が
主

任

の
第

一
次

『
西

北
戦
地

服

務
団
』

に
は

、
五

人

の
記
者

が

通
信
組

に

い
た
。
史

輪
も

そ
う

で
あ

っ
た

が
、
次

に
あ
げ

る

田
間
も
同

様

で
あ

っ
た
。

か
れ

は

一
九

三

八
年

二
月

、
山

西
省

臨
扮

で
加

わ

っ
た
。

当

時

か
れ

は
期

待
さ

れ
る
詩

人
と

し

て
既

に
文

壇

の
注

目
を
浴
び

て

い
た
。

本

名

を
童
天

鑑
と

い

い
、

一
九

一
六

年
安

徽
省
無

為
県

に
生
ま

れ
た

。

一

九

三
四
年
ご

ろ
上
海

の
光
華
大

学

に
学

び

、
進
歩

的

な
文
学
団

体

に
加
入

し
、
詩

誌

の
発

行
編
集

に
た
ず

さ

わ

っ
た
。

一
九
三

五
年

に
詩
集

『
未
明

集
』
、

『
中

国

の
牧
歌
』

『
中

国
農
村

の
物

語
』

を
、

矢

つ
ぎ
早

や

に
刊

行
し

た
。

一
時

日
本

に
滞
在

し

て
い
た
が

、

日
華

事
変

勃

発
前

に
帰

国
、

た
だ

ち

に
抗

日
戦

に
参
加

し

た
。

(
コ

九
三
七
年
的
海
」

「七
月
』
第
四
期

一
九
三

七
年
十
二
月
一
日
)

か
れ
は

上
海

か
ら
武

昌

に
到
着
、

長
詩

「
戦
士

へ
」
(給
戦
闘
者
)
を

『
七

月
』
第

七
期

に
発

表
し

た
。

戦

士

へ

灯
火

も
な

い

火

の
気
も

な

い
夜

な
か

、

日
本

の
強
盗
が

や

っ
て
来

た
、

ぼ
く
ら

の

手

か
ら

、

ぼ
く

ら

の

懐

か
ら

、

罪
も

な

い
家

族
を
奪

い

暴
虐

な
柵

の
な

か
に
閉

じ

こ
め
た
。

か
れ

ら
は

眞
裸

の
か

ら
だ

に

傷
跡

を

み
せ
な
が

ら
、

か

れ
ら
は

い
つ
ま

で
も

憎

し
み

に

息

を
は
ず

ま
せ

な
が

ら
、

ふ
る
え

て

い
る
。

大
連

で
、

満
洲

の

野

営

で
、
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酒
を

あ
お
り

肉
を

食
ら

う

残

忍

な
野
獣

た

ち
、

や

つ
ら
は
自

分

の
力

で

な
ぶ

っ
て
い
る
　

荒

れ
す

さ

ん
だ

生

命

を
、

飢
え

て

い
る

血
を

(以
下
略
)

『
西
北
戦

地

服
務
団

』

へ
入

る
た

め
に
北

上
、

臨
扮

で

目
的
を
果

し
た

直
後

、
臨

扮

で
二
月
十

四

日

「
晩

会
」

を
、

三
月

撞
関

で

「
五

人
」

を
、

さ
ら

に
、

三
月

二
四

日
西
安

で

日
本

の
「
V
・
M
女

士

へ
」
を
執

筆

し
た
。

さ

ら
に
六

月

一
日

「
子
ど
も

の
日
ー

子

ど
も

の
日

の
大
会

で

の
朗

講

の

た
め

に
作

る
ー

」

を
西
安

の
そ

の
日

の
集

会

で
朗
請

し
た
。

西

安
滞

在
中

に
、

か
れ

の
も

う

一
つ
の
仕

事

は
、
長

篇
叙
事

詩

『
彼
女

の
う

た
』

の
第

二
回

目

の
定

稿

を
五

月
三
十

一
日

に
終

え

た

こ

と

で

あ

る
。

こ

の
詩
は

原
名

を

『
彼

女
も

人
を
や

っ
つ
け
た

い
』

(地
也
要
殺
人
)
と

い
い
、

の
ち
、

一
九

四
七
年

二
月

、
上

海

の
海
燕
書

店

か
ら
刊

行

し
た
。

B

6
版

で
八
九
頁

の
分
量

で
あ

る
。
あ

ら
す

じ
は

次

の
よ
う

な
も

の
で
あ

る
。

「
抗

日
戦

が
開

始

さ
れ

て
、

日
本
軍

が
突
如

あ

ら
わ

れ
た
山

西
省

の
あ

る
村

に
、
白

娘
と

い
う
若
妻

が

い
た
。
彼

女

は
多
勢

の
日
本
兵

に
捕

え
ら

れ
必

死

で
抵

抗
し

た
が

、
強

制
的

に
暴

行
を

う
け

た
。
そ

の
う

え
、

い
と

し

い
吾

子

ま

で
も

殺
さ

れ

て
し
ま

っ
た
。

そ
れ

も
火

で
焼

か
れ

た

の
で
あ

る
。
彼

女

は
生
ま

れ

て
こ

の
か
た
、

蟻

一
匹

で
さ
え

、
踏

み
殺

そ
う
と

し

た

こ
と
も

な
か

っ
た

の
に
、
村

を
焼

か
れ

、
家

を
焼

か
れ
、

一
切

を
瞬
時

に
灰

と
化

さ
れ

て
し
ま

っ
た
。

董
恥

、
残
酷

、
苦

痛

を
、
彼

女
は
乗

り

こ

え

て
、
夜
中

ひ

そ
か

に
脱
走

し
、

つ
い

に
村

の
抵

抗
戦

線

へ
辿
り

つ
い
た

の
で
あ

っ
た
。
」

こ
の
長
篇

叙
事

詩
は
、

抗

日
戦

の
な
か

で
、
被

害

を
う
け

た
中
国

農

民

が
、

苦
し

み

の
な
か

か
ら
や

が

て
覚

醒

し
て
ゆ
く

プ

ロ
セ

ス
を
描

い
た
も

の
で
あ

る
。

田
間

の
詩

は
、

こ

の
作

品

か
ら
も
解

る

よ
う

に
、
非

常

に
戦

斗

的

で
あ

る
。

決
し

て
廻
り

く
ど

い
表

現
方
法

は
と

ら
な

い
、

明
快
素
朴

で
あ

る
。

畳

み
か
け

る
よ

う
な

リ
ズ

ム
を
も

っ
た

切
迫
感

が
あ

る
。

そ

の
特
徴

は
、

朗

請

形
式

に
も

っ
と
も

適
応

す
る
軽

快

さ
で
あ

る
。

と

こ

ろ
で
、

田
間
が

西
安

で
長
篇

叙
事

詩
を
定

稿

し
た
理

由

に
は
、

い

ろ

い
ろ
あ

る
が
、

直
接

的

に
刺
戟

を
与

え
た

の
は
、
延

安

に

い
た
先

輩
詩

人
桐
仲

平

が
発
表

し
た

『
辺
区

自
衛

軍
』

二

九
三
八
年
五
月

一
日
)
と

い
う

や

は
り
、

長
篇

叙
事
詩

で
あ

っ
た
。

こ

の
詩

は

『
解

放
』
週

刊
第

四

一
・
四

二
期

に
連
載

さ
れ

た
。
桐

仲
平

は

こ
の
作
品

の
発
端

を
、

陳
甘

寧
辺

区

の

労

働
者

第

一
次
代
表

大
会

で
、

労
働
者

代
表

林
光

輝
か

ら
聞

い
た
。

そ
れ

を

、
文

芸

の
方

向

で
あ

る
抗
戦

的
、

民
族
的

、
大

衆
的

に
沿

っ
て
、
内

容

と

形
式

と

に
統

一
し
た
も

の
で
、
長
篇

朗
請

詩
と

し

て
、

民
間

歌
謡

の
リ

ズ

ム
を
応

用
し
た
。

と

い

い
、
再

三
延

安

で

の
集
会

で
朗

諦

し
た
と

の

べ

て
い

る
。

(
『辺
区
自
衛
軍
、
平
漢
路
工
人
破
壊
大
隊
』

一
九
五
四
年
四
月
、
人
民
文
学
出
版

社
刊
二
頁
)

そ

の
内

容
は

、

辺
区
自

衛
軍

の
小

隊
長

で
あ

る
李
は
、

王

三
と

い
う
男

が
、
秘

か

に
日

本

軍
と

通
じ

る
漢
好

で
、

馬
福

川

一
帯

の
破
壊

活
動

に
動

い
て
い

る
と
に
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ら

ん

で
、

捜
索

し

て
い
た
。

あ
る

夜
、

か
れ

の
信
頼

す
る
部

下

の
韓

娃

が

境
界

線

の
見
張

り

に
立

っ
た
。
真
夜

中

、

二

つ
の
黒

い
影

が
目

の
前

で
動

く

の
を
感

じ

た
。

即
刻

、
大

声

で
誰
何

し

て
身

分

証
明

書

を

要

求

し

た

が

、
所
持

し

て

い
な

い
。

さ

て
は
敵
側

漢
好

だ
と
察

し
た

が
、
何

分
味

方

は

い
な

い
し
、

武
器

は
槍

一
本

だ
け
だ

っ
た
。

そ

の
時
李
小

隊
長

が
、

か

れ

を
案

じ

て
駆
け

つ
け

て
く
れ

た
。

二
人

の
漢

好

は
郷
政
府

か
ら

県
政
府

へ
廻
さ

れ
、

か
く

て
遂

に
王
三

は
間
違

い
な

く
、
漢

好

の
親
玉

で
あ

る
こ

と

が
暴

露
さ

れ

て
し
ま

っ
た
。

辺
区
自

衛
軍

を
構

成
す

る
農
民

た
ち

は
、

裁
判

が
終

る
と

、

一
斉

に
声

を

は
り
あ

げ

行
進

す

る

の
で
あ

っ
た
。

「
辺

区

を
ま

も
れ

、
抗

日
根
拠

地

を
ま
も

れ
、

西
北

を
ま
も

れ
、
全

中
国

を
ま

も

れ
/
」

と
。

桐
仲

平

は
、
か

つ
て
郭

沫
若

や
成

彷
吾

ら

の
創

造
社

に
属

し

て
い
た
詩

人

で
あ

っ
た
が
、
戦

争

の
開
始

と
同

時

に
、
上
海

か
ら

武
昌
、

漢

口
を
経

て
、

一
九
三

七
年
冬

に
延

安

に
到
着

し
、
文

化
界

救
亡
協

会

の
仕

事

を
し

て

い
た
。

こ

の
何
仲

平
が

朗
請

詩

の
提

唱
者

の

一
人

で
あ

っ
た
。

朗
諦

詩

は
ま
ず

一
九

三
七
年

十
月
、

武
漢

か
ら

湧
き
起

っ
た
。
魯

迅

の

逝

去

一
周
年

記
念

大
会

か
ら

で
あ

る
。

こ
の
大
会

で
、

王
篁
女
士

の

「
魯

迅
悼
詩

」

の
朗
諦

に

つ
づ

い
て
、
何

仲
平

は
演
説

の
な

か

で
、
数

篇

の
朗

諦
を
試

み

た
。
朗

請
詩

は
こ
れ

を
起
点

と

し

て
全

国

に
飛
火

し
た
。
延

安

の
あ

る
陳

甘
寧

辺
区

で
は
、

か
れ

が
赴

い
た

の
ち
、

一
九
三

八
年

一
月
、

陳
北

公
学

の
新
年

晩
会

で
、

か
れ
自

身

に
ょ

っ
て
火

が

つ
け

ら
れ
た

。
計

画

は

一
九

三
七
年

十

二
月
末
、

呂

験
、
林

山
、
何

仲
平

が

『
戦

歌
社
」

を

結
成

し
た

と
き

に
練
ら

れ

て
い
た
。

(
「七
月
」
第
九
期
、

一
九
三
八
年
二
月
十
六

日

「関
於
詩
歌
朗
講
;
実
験
和
批
判
」
)

何
仲

平

は
、

「
辺
区
自

衛

軍
』

の
あ
と

に
、

一
九

三
八
年
十

二
月

十

二

日
、

同
様

の
長
篇

叙
事

詩

「
平
漢
鉄

道
労

働
者
破

壊
大

隊

の
誕
生

」

(平
漢

路
工
人
破
壊
大
隊
的
産
生
)
を

執

筆

し
、

「
文
芸

戦
線
」

第

一
巻
第

一
号

・
第

二
号

二

九
三
九
年
二
月
・
三
月
)
に
第

一
章

を
発
表

し
た

。

こ

の
詩
名

は

の
ち

に

『
平
漢

路

工
人
破
壊

大
隊

」
と
改

め
ら

れ

た
。

『
平
漢

鉄
道
破

壊
大

隊
』

は
、
当

時
実

際

に
存

在

し

た

組

織

で

あ

っ

た
。

平
と

は
北
京

の
こ
と
。
漢

は
漢

口
、

北
京

か
ら
漢

口
に

い
た
る
幹
線

鉄
道

の
こ
と
を

平
漢
路

と

い

っ
て
い
た

が
、

こ

の
沿
線

の
農

民
あ

が
り

の

労

働
者

は
主

に
瓦
辛

店
と
李

家
集

を
中

心

に
、

鉄
道

破
壊

大
隊

を

一
九
三

八

年
九
月

ご

ろ

組

織

化

し
、

日
本

軍

の
軍
需

物
資

等
を
満

載

し
た
機

関

車

、

レ
ー

ル
、

電
線

等

の
爆

破
、

切
断

な
ど

を
お

こ
な

っ
た
。

一
九

三
八

年

九
月
十

四

日
、
溶

県

で
列
車
転
覆

、

九
月

二
二

日
に
、
宝

蓮
寺

で
日
本

軍

用
機
関

車

二
輌
地

雷

で
爆

破
等

、
か

れ
ら

に
よ

る
事
件

が
続
出

し
た

。

統

計

で
は
、

こ

の
大

隊
は

一
九

三
八
年

九
月

か
ら

三
九
年
十

月
ま

で

一
年

間

に
、
破

壊

工
作

一
八
八

回
、
爆

破
-
機

関
車

九

五
、
車

輌
三

五
〇
余

、

鋼

鉄
車

一
八
、

戦
車

六
、
装

甲
車

三
、
橋

二

五
、
電
線

切
断

七

八
○
○

メ

ー

ト

ル
余

、

レ
ー

ル
破
壊

=

二
〇

余
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に

の

ぼ

っ
た

と

い

う

。

(励
剛

「平
漢
路
員
工
鉄
路
破
壊
隊
」
一
九
四
○
年
六
月

一
日

「民
主
与
文
芸
」
第

一
輯
、

海
燕
文
芸
双
刊
社
、
海
燕
書
店
、
香
港
擢
花
街
二
十
三
号
刊
=
二
○
頁
)

何
仲
平

の

「
平
漢

鉄
道
労

働
者
破

壊
大

隊
』

は
、

こ

の
大

隊

の

「
眞

人

眞

事
」

を
歌

っ
た
も

の
で
あ

る
。

「
李
阿

根
と

老
劉

を
リ

ー
ダ

ー
と
す

る

『
平
漢
鉄

道
労

働
者

破
壊
大

隊
組
織

準

備
会
』

は
、

敵
側

の
官
警

軍
隊

の

目
を

か
す
め

て
、
着

々
と
進

行
し

て

い
た
。

や
が

て
各

人
が
ま
と

め
た
名

前

の
集

約

の
日
が

や

っ
て
来

た
。
小

王

五
、
麻

子
、

小
黒
炭

、
崔
得

寿

、

堂

棺
、

老
萬

ら
は
、

李
阿
根

を

な
か

に
、
約

束

の
時

に
約
束

の
と

こ

ろ
で

落

ち

あ

っ
た

。
だ

が
老
劉

は
あ

ら
わ
れ

な
か

っ
た
。

居
合

せ
た
も

の
は

、
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か
れ

が
第

二
組
合

に
寝
返

っ
て
、
裏

切

っ
た

の
で
は
な

い
か
と

疑

っ
た
。

李

阿
根

は
熱

心

に
か
れ
ら

に
説
得

し

て
か
れ

を
待

っ
た
。

や

っ
と

の
こ
と

で
姿

を
あ
ら

わ
し

た
老
劉

は
、

さ
き

の
七

人
が
組
織

し

た

=

二
○

○
余

人

の
%
'の
六

二
三

人
を
、

ひ
と
り

で
取

り
ま
と

め

て
い
た

。

こ
う

し

て
老

劉

と
李
阿

根

を
中
心

に
し

た
二
○

○
○
余

人

の
破

壊
大

隊

の
英
雄

的
な
陣

容

が
、
結

成
さ

れ
た

の
で
あ

る
。
」

「
平
漢
鉄

道
労
働

者
破

壊
大

隊
』

と

『
辺
区
自

衛
軍
』

は
、

一
九

三
八

年
読
書

生
活

出
版

社
か

ら
刊

行
さ
れ

た
。

こ

の
二
詩
集

と
、
さ

き

の
田
間

の

『
彼

女

の
う

た
』

は
、

一
九

三
七
年

十
月

に
開
始

さ

れ
た
朗

調
詩
運

動

の
陳
甘

寧

辺
区

に
お
け
る

成
果

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、
祠

仲
平

は
朗
請

詩

の
理
論

を
次

の
よ
う

に
把

え

て
い
る
。

「
朗

請
は

、
講

話

(話
を
す
る
こ
と
)
と
、
歌

唱

(歌
を
う
た
う
こ
と
)
の
あ

い
だ

に
位

置
す

る
も

の

で
、

も

っ
と

も

律

動

(律
動
運
動
)
に
富
ん

だ

一
種

の
音

声
芸

術

で
あ

る
。

朗
諦

の
最
初

の
基

礎
は

、
講
話

で
あ

り
、
言

語

で

あ

る

。
講

話
は

、
ひ

と
に
自

分

の
言

わ

ん
と
す

る
内
容

を
理
解

さ
せ

、

つ
い

で
感

動

し
た
聴

者

の
情

緒

が
、
聴
者

の
行
動
と

い
う

は
た

ら
き
を

組
織
す

る
。
だ

が
、
朗

講

は
講

話

に
比
較

す

る
と
、
歌

唱

の
方

に
近

く
、

そ

の
う

え
旋
律

的

運
動

に

富

ん

で

い

る
。
朗

論

の
第

二

の
基
礎

は
、
歌

唱

で
あ

り
、

音
楽

で
あ

る
。
ま

っ
た
く
旋
律

運
動

を
中

心
と

し

て
、
あ

る
種

の
内

容

を
伝
達

さ
せ

、
聴
衆

を

そ

の
旋

律
運
動

の
な
か

で
は
、
無

我

の
感
動

に

浸
ら

せ

る
。
た

だ
朗
諦

は
歌

唱

に
比

較
す

る
と
、

そ

れ
は
講

話

の
方

に
近

い
も

の
で
あ
る
。
」

さ

ら

に
朗

請
性

に
富

ん
だ
詩

歌
は
、

以
下

の
三

つ
の
条
件

を
具

え
る

こ

と
が

必
要

だ
と

い
う
。

「
一
、
内

容
は
真

実

で
あ
り
、

も

っ
と
も

よ
く
大

衆

を
感

動

さ
せ

る
こ

と

が

で
き

、
高
度

な
教

育
意

義
を
所

有

し
て

い
る

こ
と

。

二
、
使

用
す

る
言

語
は
、

大
衆

化
さ

れ
た
も

の
で
あ
る

こ
と
、
=

一

方

で
は
大

衆

に
た
や

す
く
受

け
取

ら
れ

る
も

の
で
あ

り
、

一
方

で
は
、

か

え

っ
て
大

衆

の
文
化

を
た

か
め

る
こ
と

の
で
き

る
言

語

で
あ

る

こ
と
。

三
、
律

動

に
富
む

組
織

を
も

っ
て

い
る

こ
と

。
」

(
「関
於
詩
歌
朗
請
;
実
験

和
批
判
」

「七
月
』
第
九
期
、
一
九
三
八
年
二
月
十
六
日
)

つ
ま
り

、
抗

日
戦

争
と

い
う
非

人
間

的
な
残

酷
な

状
況

の
な

か
に
、
投

げ

こ
ま

れ
た

人
間

た
ち
が
、

こ
の
非

人
間
的

状
況

を
排
除

さ
せ

る
に

は
、

よ
り

人
間
性

を
志
向

す

る
人
間
集

団

の
結

合

組
織
化

が
、

必
要

欠
く

べ
か

ら

ざ

る
条
件

で
あ

る
。
そ

れ
は

こ
と
ば

に
よ

る
よ
り

適

確
な
連
帯

の
形

成

に
あ

る
。
文
学

と

い
う
分

野
が
、

極

く
少
数

の
限
ら

れ

た
イ

ン
テ
リ
層

に

の
み
享

受
さ

れ

て
い

て
、

切
り
離

さ

れ
た
状

態

に
あ

る
絶
対

多
数

と

の
間

に
ギ

ャ

ッ
プ

が
、
生

じ

て

い
る
場

合

に
は

こ

の
溝

を
埋
め

る
作
業

は

な
さ

れ
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

そ
れ

は
印

刷
技
術

、
印

刷
諸
条
件

の
満

た

さ
れ

な

い
環
境
と

と
も

に
、
朗

請
詩

と

い
う
形
式

を
生

み
だ
さ

ず

に
は
、

お
か

な
か

っ
た

の
で
あ

る
。
抗

日
戦

争
と

い
う
避

け

る
こ
と

の
で
き

な

い
現
実

は
、

詩

人
た
ち

に
、

訴

え
か

け
る
対
象

を
明

確

に
さ
せ
、

訴
え

か
け

る

こ

と
ば

と
、
形

式

を
発
見

さ

せ

た

の

で

あ

る
。

こ

の
朗
諦

詩
運
動

に
ょ

っ

て
、
詩

人
を
拘
束

し

て
い
た
密

室
が
、

解
放

さ
れ
、

詩

人
が

一
般

人
の
な

か

に
接
近

し
、

か
れ
ら

に
夢

を
与
え
、

抗

日
戦

に
参

加

さ
せ

る
よ
う

働
き

か
け

る
作
用

を
惹
き

起

し
た

こ
と
は

見
逃
す

こ

と

は

で

き

な

い
。

た
だ

し
、

一
般

人
と
は

だ
れ

か
を
考

え

で
み
る
と

、

ほ
と

ん
ど

は
知
識

人
層

で

あ

っ
た
と

い
う

こ
と

は
、

否
定

で
き

な

い
こ
と

で
あ

っ
た
。

詩

が
、
そ

の
原
初

的
な

リ
ズ

ム
と
、

力
を
所

有
す

る
た

め
に

は
、
た

だ

印

刷

と

い
う

機
器

に
よ

っ
て
、
文

字

を
書
く

の
み

で
足
れ
り

と

さ
れ

る
に
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至

っ
た
状

況
か

ら
、
遡

行
し

て

『
朗

諦
す

る
』

だ
け

に
よ

っ
て

で
は
、
根

本

的

に
解
決

は

で
き

な

い
。

『
朗
訥

』

は
そ
う

い
う
意
味

で
は
、
過

渡
的

産
物

だ
と

い
う

こ
と
が

で
き

る
。
桐

仲
平

や
、

田
間
ら

は
、

『
彼
女

の
う

た
』

や
、

『
辺
区

自
衛

軍
』

「
平
漢

鉄
道

労
働
者

破
壊

大
隊
』

等

の
朗

諦

詩

形
式

の
成

果

を
発
表

し
た

が
、

や
が

て
現
実

の
深
化

は
、

か
れ
ら

を
次

の
形
式

へ
と

導
き

入
れ

る

の
で
あ

る
。
同

時

に

一
よ
り

多

へ
は
、

こ
こ
を

軸

に

し

て
飛

躍
す

る

の
で
あ

る
。

田
間

が
延

安

に
着

い
た

の
は
、

『
西
北
戦

地

服
務
団
』

の
延

安
帰

着
と

一
緒

の

一
九

三
八
年

夏

で
あ

っ
た
。

一
九

三
八

年
夏

、
延

安

は

「
街

頭
詩
」

で
街

じ

ゅ
う

が

賑

わ

っ

て

い

た

。
コ

九
三

八
年

八
月
七

日
、
延

安

城
内
は

、
大

通
り
と

い
わ
ず

路
地

と

い
わ
ず
、

土
塀

、
城

壁

に
、
街

頭
詩
が

貼
り

出
さ

れ
た
。

大
通

り

の
中

心

部

に
は
、

数

個

の
紅

い
幕

が
掛

か
り
、

そ
れ

に
も
街

頭
詩

が
書

か
れ

て

い

た
。

街
頭

詩
が

あ
ら

わ
れ

る
と
、

ま
ち
が

い
な
く
、

多
く

の
紅

ふ
さ

の

つ

い
た
槍

を

持

っ
た
自
衛

軍

の
兵
士

が
、
土

塀

の
前

に
立
ち

ど
ま

っ
て
詩

を

読

ん

で
い
た
。
」

(田
間

「海
燕
頌
」
一
九
五
八
年
四
月
、
北
京
出
版
社
刊
四
七
頁
〉

延

安

の
在

住

の
詩

人
た

ち
は
、

一
九

三
八
年

八
月

七
日

を

『
街

頭
詩
歌

運
動

日
』

と
決

め

て
、

全
城
市

を
詩

で
埋

め

た

の

で

あ

っ
た
。

発
起

人

は
、

田
間

を
は

じ
め
と

す

る

メ

ン

バ

ー

で
、

『
街
頭

詩
歌

運
動
宣

言
」

で
、
次

の
よ
う

に
呼

び

か
け

て

い
る
。

「
有

名
、

無
名

の
詩

人
た

ち
よ
、
村

の
ひ
と

な
ら
び

の
土
塀

も
、

路
傍

の

一
片

の
岩

石
を
も

、

そ

の
ま

ま

に

し

て

お

く

な
、

集
会

で

の
雰

囲
気

を
、
間

の
び

し
た
、

活
気

の
な

い
も

の
に
し

て
お

く
な

、
書

こ
う
、
抗

戦

を
、
民

族
を
、

大
衆

的
な

作
品

を
。

う
た

お
う
、
抗

戦

を
、
民

族
を
、

大

衆
を

。
わ

れ
わ
れ

は
、
抗

戦

の
勝
利

を
奪

い
取

る
こ

の
時

代

に
あ

っ
て
、

全
中
国

か
ら
偉

大

な
抗
戦

の
詩

歌
運
動

を
繰
り

ひ

ろ
げ

な

く

て

は

な

ら

ぬ
。

わ
れ

わ
れ

は
認
め

る
、
街

頭
詩
運

動

こ
そ
、
詩

歌

を
抗
戦

に
役
立

た

せ
、
大
衆

詩
歌

創
造

の
ひ
と

す
じ

の
大
道

だ
と

い

う

こ

と

を
。
」

(前
出
四

九
頁
)

か
れ

ら

は
街

頭
詩

を
書

い
た
、

お
れ

の
土
地

(我
的
土
地
)

田
間

同

志

よ
、
み

て
く
れ
、

「

こ
れ
は

お
れ

の
土
地

だ
/

お

れ
は
麦

を
播

か
な

く

て
は
な

ら
ぬ
、

お

れ
は
稲

を
植

え
な

く

て
は
な
ら

ぬ
。

や
は
り

そ
れ
を

留
め

ね
ば

な
ら

ぬ
、

お

れ

の
子
孫

の
た
め

に
、

よ

う
く
肥

や
し

て
お
く

の
だ

。

け

っ
し

て
敵

め

に

奪
わ

れ

て
な
る
も

の
か

/

延
安
に
て
、
一
九
三
八
年

抗
戦

の
な

か
で

(在
抗
戦
里
)

史

輪

抗

戦

の
な
か

で
、

ぼ
く
ら

の
失

っ
た
も

の
は
何

か

そ
れ
は
ー

詩
集

「
誓
詞
」

一
九
五
九
年

一
月
.

上
海
文
芸
出
版
社
刊

九
頁

臨
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武

器

に

つ
く
鋳

と

民
族

の
災

難

そ

れ

に
瀬

け
根

性
も

だ
/

甘
谷
駅
と
清
濡
の
あ
い
だ
の
岩
に
か
く

(田
間

「海
燕
頌
」
四
九
頁
)

一
九
三

八
年

秋
、

田
間

は
文
協
会

の
工
作

の
た
め

に
、
晋
察

翼

へ
派
遣

さ

れ
た
。

か
れ

は
連

日
、
郡

子
南

や
史
輪

ら
と
、

標
語

筒

を
も

ち
、

白
墨

で
、

木
炭

で
、

家

々

の
門

に
、
大

き
な
岩

に
、
砲

弾

で
崩

れ
た
土
塀

に
、

街

頭
詩

を
書

き

つ
け
た

。

と

こ
ろ
で
、

晋
察
翼

辺
区

と
は
、

山
西

省
、

チ

ャ

ハ
ル
省

、
河
北

省

の

三
省

に
ま

た
が

る

一
帯

を

総
称
す

る

こ
と
ば

で
、
華

北
最
初

の
主
要

な
抗

日
根
拠
地

が
樹

立

さ
れ
た
地

域

で
あ

る
。

一
九
三

七
年
十

一
月

八

日
の
太
原

が
、

日
本
軍

に
占

領

さ

れ

る

ま

で

は
、

中
国

共
産

党
軍
、

す
な

わ
ち

八
路
軍

は
、
国

民
党

軍
と
呼

応

し

て
作

戦

し

て
い
た
が

、
そ

れ
以
後

は
怒
涛

の
よ
う

に
敗

走
す

る
国

民
党
部

隊
と

は

別
個

行
動

を
と
り

は

じ

め

た
。

か

れ

ら

は

「
華

北

人
民
と
生

死
を
共

に
」

「
敵

の
背

後

で
遊

撃
戦

を
」

「
抗

日
根
拠

地

の
建

設

を
」
な

ど

の
政

策

を
、
実

行
し

は
じ

め
、

日
本

軍

の
背
後

に
強

力
な
根

拠
地

を
創

設
し
ょ

う

と
し

た
。
十

一
月
十

一
日

に
八
路
軍

総
司
令

部
は
決

定

し
た
。
第

一
一

五

師
団

は
、
轟

栄
蝶

副
師
団

長
が

、
晋
察

翼

に
留

っ
て
堅
持

す
る
外

、
主

力

は
扮
河

流
域

と
山

西
省
南

部

へ
移
動

し
、
敵

の
前
進

を

阻
む

こ
と
。
第

一
二
〇
師

団

は
や
は

り
太
原

附
近

に
と

ど
ま
り

、
山

西
省

西
北
部

を
切
り

拓

よ
任

務
を
担

当
す

る

こ
と
。
第

一
二
九
師
団

は
、

山
西
東

南
部

に

い
た

り

、
遊

撃
戦

を
お

し
す
す

め
、
解

放
区

を
建

設
す

る

こ
と

を
。

最
栄

礫
と

と
も

に
晋
察
翼

地
区

五
台

に
残
留

し
た

八
路
軍

勢
力

は
、

わ

ず

か
独
立

一
個
連

隊
、

騎
兵

一
個
大

隊
、

そ
れ

に
不
完
全

な

二
個
中
隊

の

計
約

二
〇
0

○

人
で
あ

っ
た
。

晋
察

翼
軍
区

は

こ
う
し

て
樹
立

さ
れ

た
。

軍
区

司
令
轟

栄
揉

、
政

治
主
任

罰
同

。

こ
の
抗

日
根

拠
地

は

日
本

軍

の
背

後

に
あ

る
た
め
、

一
切

の
外

か
ら

の
援

助

を
期
待
す

る

こ
と
は

不
可
能

で

あ

っ
た
。
だ

が
か

れ
ら

は
根
拠
地

作
り

に
懸

命

に
と

り
組

ん
だ
。

二
〇

〇

〇

人
の
八
路

軍
は
各

地

に
工
作

団
を
派

遣
し

た
。

こ
れ

を
中
核

と
し

て
戦

地

動

員
委
員

会

(と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
救
国
会
、
自
衛
会
)
を
組
織

し

た
。

い
た
る

と

こ
ろ

に
敗

走
し

た
国

民
党
軍

の
投
げ

捨

て
た
武

器
が
あ

っ
た

。
ま

た

一

方

、
生

命
を

維
持

し
よ

う
と
す

る

人
民
大
衆

が

い
た
。
条
件

は

と
と

の

っ

て
い
た
。

た
ち
ま

ち
自

分
ら

の
村

を

防
衛
す

る
武
装

集
団

が
結

成
さ

れ

て

い

っ
た
。
阜

平

で
は
、
第

一
路

抗

日
義

勇
軍

が
旗

を
あ
げ

た
、

一
カ
月

の

う
ち

に

こ
の
勢
力

は
数
千

人
の
部
隊

に

ふ
く

れ
あ

が

っ
た
。
易

県

で
は
、

中
共

の
地
下

党
員

の
持

っ
て
い
た
拳

銃
三
挺

で
、

一
カ
月

も
た

た
な

い
う

ち

に
、
三
○

0
0

人

の
部

隊
が

成
立

し
た
。

各
地

か
ら
続

々
と

八
路

軍

へ

幹
部

と
な

れ
る

人

の
派
遣

を
要

求
し

て
き

た
。
止

む
を
得

ず
、
老

若

の
戦

士

を
と
わ
ず

、
護

衛
兵

も
、
勤

務
員

も
、
炊

事
係

か
ら
飼

育
要

員
ま

で
各

地

の
指
導

員
と

な

っ
た
。

晋
察
莫
各

地

の
戦
地
動

員

委
員
会

は
、

民
衆

を
措

導

す
る

一
方
、

「
小

作
料

と
利

子

の
引

下
げ
」

「
年
貢

の
徴
収
停

止
」

「
重
税

の
撤

廃
」

「
抗

日
戦
士

の
家

族

の
優

先
的

待
遇
」

を
実

行
し

、

「力

の
あ

る

も

の

は

力

を
、

金

の
あ
る
も

の
は
金

を

出
す
」

と

い
う
合

理
的
負

担
を
実

施
し

た
。

た
と

え
ば

阜
平

で
は

、
貧

乏

人
は

、
山

の
樹

の
葉

を
食

べ
る
権
利

さ
え

過
去

に
は
奪
わ

れ

て
い
た
、
樹

が
地

主

の
所

有
だ

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

動

員
委

員
会
は
、

地
主

と
農

民
と

の
あ

い
だ

に
は

い

っ
て
、
と

も

に
語
り

合

っ
て
双
方

の
意
志

を
尊
重

し
、
樹

の
皮

は
地

主

の
所

有
だ

が
、
樹

の
葉
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は

農
民

で
も
食

べ
る
権
利
を

も

つ
、
と

の
共
同

決
定

を
下

し
た
。

(
『抗
日

戦
争
時
期
的
中
国
人
民
解
放
軍
』
三
四
頁
)
こ
う
し

た

努

力

の
末

に
、

一
九

三
八
年

一
月

十

日
、

阜
平

で
晋

察
翼

辺
区
軍

事
政
治

人
民
代

表

大
会

が
成
立

し
、

晋
察
翼

辺
区

行
政

委
員
会

を

民
主
的
無

記
名

投
票

で
選
挙

し

た
。
九
名

の

委

員
が

選
出

さ
れ

た
。
宋

助
文

(山
西
省
第

一
区
政
治
主
任
)
、

簸
栄
榛

(辺
区
軍

司
令
)
、

劉
更
基

(国
民
党
代
表
)
、

呂

正

操

(河
北
省
中
部
五
三
団
団
長
)
、

胡

仁

奎

(孟
県
県
長
)
、
李

悉
庸
、

孫
志

遠
、

張
蘇

(尉
県
県
長
)
、

婁
凝
先

(山
西
犠

牲
救
国
同
盟
特
派
員
)
で

あ

る
。
代

表
大
会

の
代

表

は

一
四

九
名

で
、
晋
察

翼

辺

区
三

九
県
、

一
○

○
○

余
万

の
ひ

と
び
と

を
代
表

し

て

い
た
。

こ
う

し
て
全

国
的

に
注

目
さ
れ

た
華

北

の
主

要
抗

日
根

拠
地
ー

晋
察

翼

辺
区
1

は
創

設
さ
れ

た

の
で
あ

る
。

「
こ

の
辺
区

の
中
心
区

域

は
、

平
緩

・
平

漢

・
同
蒲

・
正

太

の
四

つ
の
鉄
道

に
挟
ま

れ

た
間

に
あ

っ
て
、

一
九
三

八
年

四
月
時
点

で
は
、
蔚

県

・
広

霊

・
渾
源

・
応

県

・
沫

源

・
霊

邸

・
繁
峙

・
五
台

・
代

県

・
惇
県

・
析

県

・
定

裏

.
阜

平

・
曲
陽

・
唐
県

・
完

県

・
易
県

・
徐
水

・
満

城

・
孟
県

・
寿
陽

・
平
定

・
井

脛

・
平

山

・

行
唐

・
霊

寿

な
ど

二
六
県

を
含

み
、
他

に
な

お
平
漢

・
津
浦

の
各

鉄
道
、

お

よ
び
治

石

公
路

の
間

に
あ

る
高
陽

・
無

極

・
藁
城

・
深

沢

・
安

平

・
饒

陽

・
安
国

・
博

野

・
鼓

県

・
粛
寧

・
河
間

.
任

郎

・
大

城

・
文
安

・
澹

県

・
新

鎮

・
安
新

な
ど

一
七
県

を
含

み
、

四
〇
余

県

で

あ

っ
た
。
」

(劉
清
揚

陳
北
鴫

「保
衛
華
北
的
游
撃
戦
」
一
九
三
八
年
七
月
、
生
活
書
店
刊
二
三
頁
、
陳
昌
浩

「成
為
抗

日
根
拠
地
的
翼
察
晋
辺
区
」

『
解
放
」
第
三
五
期
一
九
三
八
年
四
月
二
〇
日
。
勤
草
書
房
刊

「中

国
共
産
党
資
料
集
』
第
九
巻
一
三
五
頁
参
照
)

だ
が
猛

烈
な

日
本
軍

の
砲

火
は
、

連

日

の

よ

う

に

晋
察
莫

辺
区

で
轟

き

、
彼
我

の
攻
防

戦

は
熾
烈

で
あ

っ
た
。

一
九

三
九

年
二
月

九

日
夜

、

日

本

軍
は

九
手

に
分
か

れ

て
、

五
台

北
岳
区

を
攻
撃

、
さ

ら

に
三
月

一
日
か

ら

三
月

二
二

日
に
わ

た

っ
て
、

北
部

山
西
省

大
掃

討
戦

を
、

四
月

一
六

日

か
ら

七
月

四
日

の
二

カ
月

半
、

五
台

大
作
戦

を
、

日
本
軍

は
展

開
し

て

い

た
。

(防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室

「北
支
の
治
安
戦
』

(
-
)

昭
和
四
三
年
八
月
朝
雲
新
聞

社
冊

=
二
二
頁
)

一
九

三
九
年

の
あ

る

日
、

と

お
り

か
か

っ
た

田
間
は
、

と
あ

る
村

の
門

模

に
、

と

て

つ
も

な

い
大

き
な
文

字

で
、
彼
自

身

の
詩
が

書
き
付

け

ら
れ

て

い
る

の
を

み

て
息

を
呑

ん
だ
。

傍

に
は
画
ま

で
副
え

て
あ

っ
た
。

そ
の

詩

は
延

安

で
の
作
品

で
あ

っ
た
。

た

と
え

お
れ

た
ち
が
戦

わ

な
く

て
も

(仮
使
我
刑
不
去
打
佼
)

た

と
え

お
れ
た

ち
が
戦

わ
な

く

て
も

、

敵

は
銃
劒

で

お
れ

た

ち
を
刺

し
殺

う
す
、

そ

し
て
お

れ
た

ち

の
骨

を
指

さ
し

て
言

う
だ

ろ
う
、

「
見

ろ
、

こ
れ

が
好
隷

だ
/

」
と

。

「
抗
戦
詩
抄
』

一
九
五
〇
年
三
月

新
華
書
店
刊

三
頁

う

こ
れ

は
田
間

に
、
強

い
衝

撃
を
与

え

た
。

「
こ
れ

は
ぽ
く

に
街

頭
詩

の

偉

力
を
悟

ら
せ

、
ま

た

こ
れ

は

人
民
が

ぼ
く
ら

と
ぼ
く

自
身

を
は
げ

ま

し

て
い
る

の
だ
と
悟

っ
た

。
」

(
『海
燕
頌
」
五
○
頁
)

こ

こ
で
田
間

の
街
頭
詩

は

、
た
だ

単

に
他

へ
押
し

つ
け

る
プ

ロ
パ
ガ

ン

ダ

的
要
素

か
ら

、
よ
り

か
れ

自
身

の
内
部

の
詩
精

神

の
燃
焼

の
結
果

と

し

て
、

憤
出

し
は

じ
め

た
感
が

あ

る
。

こ
の
短
か

く

て
精

桿
な
形

式

は
、
ま

る

で
圧
搾

さ
れ

た
空
気

の
よ

う

に
、

鋭
く
弾

け

た
。
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防

衛
戦

(保
衛
戦
)

も

し
ぼ
く

ら

の
村

が
、

突
然

包
囲

さ
れ

た
と
し

た
ら

、

老
婆

よ
、

子
供

よ
、

ひ
と

り
残

ら
ず

な
ぐ
り

込
め

、

(
い
ず

れ
死

ぬ

の
だ

)

た
と

え
死

ん

で
も
、

屍

は
故
郷

に
い
て
、

生
き

て
い
る

よ
う

に
歌
を

う

た
う
/

一
九
三
九
年

「給
戦
闘
者
」

一
九
五
四
年
六
月

人
民
文
学
出
版
社
刊
、
四
五
頁

堅

壁

(堅
壁
)

強

盗
め

、

お
ま

え
が

お
れ

に
、

銃
は
、

弾
薬

は
、

ど

こ

に
埋

め

て
あ
る

か
と

た
ず
ね

た
ら

、

よ
し
、

お

れ
は

お
ま

え

に
言

っ
て
や

る
、

銃
も

、
弾
薬

も
、

み

ん
な

お
れ

の
心

の
う
ち

に
埋

め
て
あ

る
/

一
九
四
三
年
六
月
作

(
『
抗
戦
詩
抄
』
五
頁
)

田
間
の
こ
れ
ら
の
作
品
は
主
と
し
て
晋
察
翼
辺
区
の

『詩
建
設
」
に
掲

載

さ
れ

た
。

『
詩

建

設
』

は
、

一
九
三

九
年

三
月
創

刊
さ

れ
た
週

刊
詩
誌

で
あ

る
。

編
集

は

田
間
、

郡
子
南

、
方

泳
等

の
戦
地

社

(前
に
述
べ
た
西
北
戦

地
服
務
団
内
の
文
芸
研
究
会
)
が

あ
た
り

、
出

版
名
儀

は
西

北
戦
地

服

務
団
、

発

行
責
任

は
晋
察

莫
軍

区
第

一
軍
分

区
政

治
部

と
な

っ
て

い
た
。

つ
ま
り

八

路

軍
所

属

の
文
学
機

関

で
あ

る
。

晋
察

翼

で

の
第

一
軍
分
区

は

、
司
令

楊

成

武
、

副
司
令

高
鵬

、
政

治
主

任
羅
元

発
指

揮

下

で

あ

っ
た

。
管
轄

県

は
、
易

・
濠

水

・
濠

源

・
定

興

.
徐
水

・
蔚

・
陽

原

・
広

霊

・
霊
邸

・
渾

源

の
各

県

で
あ

る
。

(
「剰
共
指
針
」
第
五
号
附
録
、
昭
和
十
六
年
十

一
月

一
日
発
行
、
黄

城
事
務
所
)

『
詩
建

設
』

の
外

に
詩
誌

に
、

『
辺
区

詩
歌

』

『
詩

戦
線

』

『
新

世
紀

詩
歌

』
な

ど
が

発

行

さ

れ

て

い

た
。
む

ろ
ん

す

べ
て
ガ

リ
版
刷

り

で
あ

る
。

詩
を

掲
載

し

て
い
た
新

聞

に
は
、

『
子
弟

兵
』

『
抗
敵

報
』

(の
ち
に

『晋
察
翼
日
報
」
と
改
名
)
、

雑
誌

に

『
北
方
文

化
』

『
抗

敵

画

報
』

な

ど

が

あ

り
、
木

版
画

と

タ
イ

ア

ッ
プ

し

た
詩
を

掲

載
す

る

こ
と

も
あ

っ
た
。
詩

人
グ

ル
ー
プ

に
は
、
外

に
魏

魏
、

銭

丹

輝

ら

の

『
鉄
流

社
』

や

『
海

燕

社

』
な

ど
が
活

躍
し

て

い
た
。
か

れ
ら

は
、

晋
察
翼

辺
区

と

い
う
日
本

軍

背

後

の
抗

日
根

拠
地

で
、

火

の
よ
う

に
意

欲

的

に
、

疾
風

の
よ

う

に
、

す

ば

し

っ
こ
く
戦

列

の
な
か

で
、
作

品

を
か
き

、
土

塀

に
、

岩
上

に
、
村

の

門

模

に
貼
り

出
し
、

日
本

軍

の
苛

酷

な
攻
撃

の
な

か

で
は
、
地

下
壕

の
薄

暗

い
灯

の
下

で
、
藁

半
紙

に
自
製

の
イ

ン
ク
で
、
騰

写

し

つ
づ
け

て
い
た

の
で
あ

る
。

次

に
、

二

・
三

晋
察
翼

の
詩

人

の
横

顔
を

眺
め

て

み
よ
う
。

魏

観
「

前

述

し
た

『
鉄
流
社

』

の
中
心

で
あ

る
。

か
れ

は

一
九

二
〇

年
河
南

省

鄭
州

の
貧
し

い
家

に
生
ま

れ
た
。

幼
年

期
は

だ
か

ら
不
遇

の
う

ち

に
過

し
た
。

一
九

三
七
年
、

十

八
才

の
と
き

日
中
事
変

が
お

こ
り
、

た

一69一



だ

ち

に
山
西
省

に
赴

き
、

八
路
軍

に
参

加

し
、

晋
察

翼

辺
区

の
遊

撃
隊

員

と

し

て
活

躍

し

て
い
た
。

高
梁

が
伸

び
た

ぞ

(高
梁
長
起
来
杷
)

夏
が
や
っ
て
来
る
と
戦
士
た
ち
は
こ
う
口
ず
さ
む

高
梁
が
伸
び
た
ぞ

高
梁
が
伸
び
た
ぞ

ぼ
く
ら
は
線
路
の
ひ
が
し
へ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ

さ
あ
あ
の
大
平
原
の
あ
た
り
に
出
か
け
る
ん
だ

大
平
原
よ

一
望
千
里
見
渡
す
か
ぎ
り
果
て
の
な
い

み
ど
り
な
み
う
つ
海
よ

ぼ
く

ら

は
あ
そ

こ

へ
身

軽

に
出

か
け

よ
う

ぼ
く

ら

の
短

い
騎

兵
銃

を
背

負

い

手

榴

弾
を
腰

に

か
く
し

つ
い
で
保
定

の
城

市

に
ま

で
出
か

け
よ

う

な
が

い

こ
と

見
な

い
城
市

な

が

い
こ
と

見
な

い
街
道

な

が

い
こ
と
見

な

い
も

の
売
り

の
声

よ

な

が

い
こ
と
見

な

い
故

郷

に

会

お
う
、

そ
う
だ

き

っ
と

あ
そ
こ
の
年
寄
り
や
弟
や
少
女
た
ち
が

頬
を
寄
せ
て
ぼ
く
ら
を
待
っ
て
い
る
は
ず
だ

お
お
、

山

よ

お
ま

え
は
咲

き
乱

れ
る
野

花

で

い

つ
ま

で
も

ぼ
く

を
ひ
き

留
め

る

こ
と

は

で
き
ぬ

草
木

の
伸

び

る
夏

こ
そ

ゲ

リ
ラ
を

放

つ
に
最
良

の
収
穫

期

だ

高
梁

が
伸

び
た

ぞ
一
九
三
九
年
五
月

(魏
鋭

「黎
明
風
景
」

一
九
五
五
年
四
月
、
人
民
文
学
出
版
社
刊
、
二
頁
)

魏
嶽

は
当

時

の
状

況

を

「
黎

明
風

景
」

の
後

記
に
述

懐
し

て

い
る
。

「
あ

の
戦

い
の
激
し

い

日

々
に
、

人
民

の
感
情

が
深

ま

る
に

つ
れ

て
、

次
第

に
晋
察

翼

の
山

々
や
渓
流

が
、

晋
察

翼

の
戦

士
と

人
民

と
が
、

ぼ
く

の
詩

の
世
界

に
滲
透

し

て
来
た

。

…
…
ぽ
く

は

一
日
か

二

日
に

一
篇
詩

を

か

い
た
。
夜

行
軍

の
う

ち

に
思

索
し
、

露
営

の
夜

明
け

と

と

も

に

記

し

た
。
飢

餓
も

疲
労
も

殆

ん
ど
感

じ
な

か

っ
た
」
と
。

陳
輝

は
、
本

名
呉

盛
輝
、

一
九

二
○

年
湖
南

省
常

徳
県

に
生

ま
れ
、

一

九
三

八
年
、
十

八
才

の
時

延
安

に
着
き

、

八
路
軍

に
加
わ

っ
た

。
翌

三
九

年

五
月

晋
察

翼
抗

日
根
拠

地

に
お
も
む

き
、

四

一
年

沫
琢

地
区
青

年
救

国

会

主
任
、

地
区

委
員

会
書
記

、
武

工
隊

政
治

委
員
等

を
歴

任
し
、
前

線

を

こ
え
敵
占

領
地

区

に
ま

で
侵

入

し
て
工

作
し

て

い
た

が
、

一
九

四
四
年

二

月

七
日
、

北
京
近

郊

で
不
覚

に
も

日
本
軍

に
包

囲

さ

れ
、
遂

に

戦

死

し

た
。

年
僅

か

に
二
四
才

で
あ

っ
た
。

次

の
詩
は
も

っ
と

も
か

れ

の
詩

の
特

徴
が
あ

ら

わ
れ
た
も

の
で
あ

る
。
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ま

ん
じ

ゅ
う
売
り

(売
樵
)

1

何
処

へ
行

く

の
か

?
1

ー

ま
ん

じ

ゅ
う

売
り

に
だ
。

1

つ
い
で
に
も

う

一
度

こ
い

つ
を

城
内

に
ば

ら
ま

い
て
来

て
く

れ
…

…
…

次

の
詩
は

、
若

く

て
戦

い
の
な
か

で
敵
を

殺
す

し
か
知

ら
な

い
よ

う
な

か
れ

の
心
底

に
、
敵

を
も

超
え

た
暖

か
な

人
間
感

が
、

ほ
と
ば

し

っ
て

い

た
事
実

を

確
認
さ

せ
る
も

の
で
あ
る
。

だ
か

ら

こ
そ
か
れ

の
作

品
は
、

ひ

と

を
引

き
入

れ
る
強

い
力

を
も

っ
て
い
る

の
だ

ろ

う
。

ひ

と
り

の
日
本
兵

二

個
日
本
兵
)

ま

ん
じ

ゅ
う
売
り

は

油

で
う
す

汚
れ

た
掌

を
伸

ば

し

て

色
と

り
ど

り

の
小

さ
な

伝
単

の
這

入

っ
た

大
き

な
袋

を
受

け
取

っ
て
行

っ
た

。

(
ま
ん

じ

ゅ
う

の
下

に
用
心

深
く

そ
れ

を
か

く
し

て
)

ー

ま

ん
じ

ゅ
う
、
ま

ん

じ

ゅ
う

!

彼

は

ホ
カ

ホ
カ

の
ま

ん
じ

ゅ
う
を

か

つ
ぎ

銅

鐸
を

た
た
き

な
が

ら

城
内

に
消

え

て
行

っ
て
し
ま

っ
た

ち

ょ
う

ど
ひ
と

す

じ

の
炎

の
よ
う

に

…
…

…

一
九
四
○
年
ご
ろ

(陳
輝

「十
月
的
歌
」
一
九
五
八
年
六
月
、
作
家
出
版
社
刊

四
九
頁
〉

作
者

は

こ
の
詩
稿

の
空
所

に
左

の
走

り
書

き
を

書
き
込

ん

で

い
た
。

「
こ
の
七
篇

の
詩

は
八

区

で
書

き
、

早
速

ガ
リ

切
り

し

て
、

翌

日
口
底

で
激
戦

が
あ

っ
た
と

き
、

ぼ
く

は
そ
れ

を
唐

県
城
外

三
里

の
村

々
に
ば

ら

ま

き

に
い

っ
た
。

ぽ
く
は

そ
れ
を

幾
粒

も

の
火
種

の
よ

う
に
城
内

に
播

こ

う
と

し
た

の
だ

っ
た
。
」

ひ
と

り

の
日
本
兵

が

晋
察

翼

の
原
野

で
息

を
ひ
き

と

っ
て
い

っ
た
。

彼
は
眼
窩
に

赤
黒
い
血
を
凝
固
さ
せ

あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
涙
を
充
た
し

悲
し
み
を
氷
結
さ
せ
て
い
た
。

彼

の
手

は
力

な
く

正
義

の
弾

丸

に

射

ぬ
か

れ
た
若

い
胸
部

に

あ

て
が

わ
れ

た
ま
ま

だ

っ
た

。

ふ
た
あ
り

の
農
夫

が

鍬
を

担

い
で
や

っ
て
来

て

彼
を
華

北

の
岡

の
土

に
埋

葬

し
た
ら

彼

を
覆

っ
た
異
国

の
黄

土
が

農
夫

の
き

い
ろ
い
鼻
面

に
匂

っ
て
い
た
。

一71一



中
国

の
雪
は
音

も
な

く

彼

の
墳
墓

の
上

に
降
り

て
い
た
。

こ

の
う
ら
淋

し

い
夜
中

と
お

い
海

を

へ
だ

て
た

故
郷

の
寒
村

で
は

腰

の
曲

っ
た
老
婆

が

白

毛

ま
じ
り

の
髪

を
乱

し

て

い

っ
し
ん

に
は

る
か

な
戦
地

の
息

子

の
無

事

を

祈

っ
て

い
る

に
ち
が

い
な

い
…
…

一
九
四
0
年
ご
ろ(

「十
月
的
歌
」
二
六
頁
)

方

泳

の
経
歴

は
さ

だ
か

で
な

い
が

、

田
間
ら
と

と
も

に

『
詩

建
設

』
を

編
集

し

た

メ
ン

バ
ー

の

一
人

で
あ
る
。

一
九
五
七

年
九
月

、

晋
察
翼

辺
区

期

の
作
品

を
集

め
た
詩

集

『
た

た
か

う
村
』

(戦
斗
的
郷
村
)
を
作

家
出

版
社

か

ら
刊

行
し
た

。
左

の
詩

は
、

そ

の
な
か

の
も

の
で
あ

る
。

歩

哨

に
立

っ
て

(崩
哨
上
)

陽
が

と

つ
ぷ
り
と

沈
む

と
、

夜
が

太

行
山

に
降

り

て
く

る
。

星

は
空

で
か
が

や
き

は
じ

め
、

灯

は
村

で
か
が

や
き

は
じ

め
る
。

晋
察

翼

よ
!

ぼ
く

は
銃

を
担

ぎ
あ

な
た
を

護

っ
て

い
る
。

あ

な
た

の
糸

ぐ

る
ま

の
側

の
若
妻

、

あ

な
た

の
か
た

わ
ら

で
寝

入

っ
て

い
る
子
供
。

そ
し

て
暖

か
い
坑

の
端

に
坐

っ
て

い
る
、

頭

じ

ゅ
う
白

髪
だ
ら

け

の
年
寄
り

。

は

る
か
ぼ
く

は
家

を
思

い
出
し

こ

の
上

も
な

く
あ

な
た
が

慕
わ

し

い
。

ぼ
く

は

こ
の
冬

の
夜

の
き

び
し

い
寒

さ
も
恐

く
な

い
、

た
だ

あ
な

た
た

ち
が
安

ら
か

に
眼
れ

さ
え

す
れ
ば

!

一
九
四
二
年
五
月

平
山
燕
尾
溝

(
『戦
斗
的
郷
村
」
一
三
頁
)

華
北

全
戦

線

に
わ
た

っ
て
、

八
路
軍

部
隊

一

一
五
個
連

隊
が

、

一
斉

反

攻

に
転

じ

た

の
は
、

一
九

四
○

年

八
月

二
○

日
夜

か
ら

で
あ

っ
た
。

十
月

下
旬
ま

で
二
カ
月

も

の
間
、
激

烈

な
死
闘

が
繰
り

返
さ

れ
た

が
、

ひ
と
た

び
潮

が
退

く
と
、

逆

に
日
本
軍

の
猛

烈
な
掃

討
戦

が
開
始

さ

れ
た
。

一
九

四
○

年
十

月
十

三
日
か

ら
十

一
月
下

旬

の
晋
察
翼

粛
正

作
戦
、

四

一
年

五

月

二
九

日
か
ら

七
月

一
=

日

の
翼
東

作
戦

、
四

一
年

六
月
十

日
か

ら
中
旬

の
北
部

翼
中

作
戦

、
そ

し

て
遂

に

一
九
四

一
年
七

月

か
ら

の
日
本
軍
華

北

総
司
令

官
岡

村
寧

次
大
将

に

ょ
る
三
〇

万

の

日
本

軍

投

入

の

『
三
光
戦

術
』

が
、
火

蓋

を
切

っ
た
。

い
わ

ゆ
る

「
皆

殺

し
」

「
焼
き

尽
し
」

「
掠

め

尽
す
」

と

い
う
残
酷

な
政
策

で
あ
る
。

徹
底

的
な
中

国

人
皆
殺

し
作
戦

で
あ

っ
た
。

こ
の
戦

術

は
長
期

に
わ
た

っ
て
実

行
さ

れ
た
。

一
九

四

一
年

八
月

か
ら
十

月

中
旬

の
晋
察

翼
辺
区

粛

正
作
戦

、

一
九
四

二
年

二
月
か

ら

三
月

の
晋

北
西
地

区
粛

正
作
戦

、

五
月

か
ら
六

月

の
翼

中
作

戦
な

ど
す

べ

て
そ

の
延

長
線
上

の
も

の
で
あ
る
。

平

山

は
北
部

大
行
山

の
南

、
濾

氾
河

の
流
域

に
あ

る
河
北

省

の
県
城

で

あ

る
。

こ
の
城
市

も

日
本

軍

の
血

の
し
た

た

る
銃
剣
と

軍
靴

に
ょ

っ
て
躁

踊
さ

れ
た
。

方
泳

は
歌

っ
て
い
る
。

一72一



ぼ
く
は

こ

の
眼
で
見

た

(我
親
眼
看
見
的
〉

ぼ
く

は

こ

の
眼

で
見

た
!

あ

の
野
獣

た

ち
が
、

村

の
は
ず

れ

の
大
通

り

で
、

ひ
と

り

の
可
愛

い
子

ど
も

を
さ

ら

っ
た

の
を

。

子
ど

も
は

や

っ
と

二

つ
か

三

つ
、

大
通

り

の
う

え
で
実
き

じ

ゃ
く

っ
て
い
た
。

大
声

あ
げ

て
母

親
を

よ
ん

で

い
た
。

ぼ
く

は

こ
の
眼

で
見
た

!

あ

の
野
獣
た

ち
が
、

あ

の
子
を

ぶ
ら
さ
げ

た

の
を
、

一
羽

の
鶏

よ
り
も

や
す

や
す

と
。

や

つ
ら
は
あ

の
子

を

ぶ
ら
さ
げ

た

ま
ま

、

脚

を
上

に
、

頭
を

下

に
し

て
、

焚

火

め
が
け

て
歩

い
て
い

っ
た
。

ぼ
く

は

こ
の
眼

で
見
た

!

や

つ
ら
は

焚
火

に
近
寄

る
と

、

あ

の
子

を
火

の
な

か
に
投
げ

入
れ

た
、

手

を
も
震

わ
す

こ
と
も

な
く
。

ち

い
さ

な
手

は
幾
度

か
ひ

ら
ひ
ら

し
た
。

ち

い
さ

な
脚
は

幾
度

か
じ

た
ば

た

し
た
。

濃

い
煙

が
焔
を
巻

き
あ

げ

た
。

ぼ
く

は

こ
の
眼

で
見
た

ぞ
/

ぼ

く

の
心
は

刀
で
は
げ

し
く

切
り

裂
か

れ
る
思

い
だ

っ
た
。

ぼ
く

の
全
身

が

火

の
な
か

で
焼

け

そ
う
、

ぽ
く

は
ま

っ
た
く

堪
え

ら
れ

な

い
/

山
よ

、
河

よ
、

吹
く

風
よ
、

流
れ

ゆ
く

雲
よ
、

き

み

ら
が
証

人
だ
。

ぽ
く

ら
は
仇

を
う

た
ね
ば

な
ら

ぬ
/

ど
れ

ほ
ど
多

く

の
子
ど
も

た
ち

が
、

こ
の
よ
う

に
野
獣

た
ち

に
虐
殺

さ

れ
た
か

知
れ

ぬ
、

1

ぽ
く
ら
の
血
を
わ
け
た
骨
肉
よ
!

山
上

の
岩
石

よ
/

お
ま

え
た
ち

は

い

っ
せ

い
に
炸

裂
せ

よ
、
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い

っ
せ

い
に
炸

裂
せ

よ
/

あ

の
人
間
性

を
喪

失
し

た
畜
生

ど
も

を
爆

死
さ

せ
る

の
だ

/

一
九
四
二
年
八
月

五
日
平
山
県
燕
尾
溝
に
て

(
「戦
斗
的
郷
村
」
一
五
頁
)

わ

か

い
女

を
強

姦
し

、
わ

か

い
男

の
頭

の
皮

を
剥
が

し
、
柳

の
木

で
ひ

ら
ひ

ら
と

人
間

の
皮

が
幾

枚

も

風

に

揺

れ
、

日
本
軍

の
撤
退

し

た
村

に

は
、

「
一
軒

と

し

て
完

全

に
と

と

の

っ
て

い
る
家
は

な

い
/

ひ
と
も

と
と

て
突
立

っ
て

い
る
樹

木
も

な

い
/

ひ
と

つ
と
し

て
揃

っ
た
家
具

は

な

い
…

:
・…
井

戸

の
な
か

は
死
体

/
あ

な
ぐ

ら

の
な
か
も

す

べ
て
死
体
」

(長
篇
叙

事
詩

「柴
墜
」
)

一
○
○

○
余

人

の
村
び

と

た
ち
が

一
日
で
み
な

ご

ろ

し

に

あ

い
、

そ

の
し
た

た
る
血

が
、

ち

い
さ
な
村

の
広
場

の
地

面
を

、

川
と

な

っ
て
そ

ろ
り

そ
う
り

と

流

れ

て

ゆ

く
。

「
血

は
/
土

と
砂

に
し

み
と
お

り

/
血

は
平

陽
河
を

真
紅

に
染

め
た
」

(平
陽
鎮
を
よ
ぎ
る
)

全
篇
、

日
本

軍

に
対
す

る
烈
火

の
よ
う

に
燃

え

る
憤
怒

が
溢

れ
、
と

う

と

う
と

の
た

う
ち
狂

っ
て

い
る
感
じ

で
あ

る
。
だ

が
ど

ん
な

に
い
か
り

狂

っ
て

い
て
も
、

そ

の
眼
は
事

実
を

冷
徹

に
な

が
め

る
眼
差

で
あ

る
。

当
時

の
晋
察

翼
抗

日
根

拠
地

で
、
活

躍
し

て

い
た
詩

人
あ

る
い
は
詩

人

の
卵
は
、

上

に
あ
げ

た
以
外

に
夜

空

に
輝
く
星

の
よ
う

に
い
た
。

労
森
、

か
れ

は
広
東

省

三
水
県

の
人
で
あ

っ
た
。

一
九

三
七
年

広
州

よ

り
北

上

し
、

一
九
三

八
年

一
月
西

安

か
ら
安

塞

の
青

年
訓
練

班

に
入
り

、

さ

ら

に
抗

日
軍

政
大
学

で
学

習
、

一
九

三
九
年

春
、
延

安

の

『
山
脈

詩
歌

社
』

に
加

入
、

七
月
抗

日
軍

政
大
学

総
校

と
と

も

に
、
晋
察

翼

辺
区

に
到

着
、

一
九

四

二
年

一
月
病

死

し
た
。

二

四
才
だ

っ
た
。

任

脊
、

彼
女

は
湖
北

省
武

昌
市

の

人
で
、
や

は
り
抗

日
軍

政
大
学

総
校

と

と
も

に
晋
察

翼
辺

区

に
至

る
。
詩

を

「
詩
建

設
』

に
投
稿

。

一
九
四

一

年
十

一
月

、
河

北
省

曲
陽
県

で

日
本

軍

に
逮
捕

さ
れ

、
若
く

し

て
殺
害

さ

れ
た
。

雷

樺
、

一
九

一
七
年

、
漸

江
省

に
生
ま

れ
た
。

一
九
三
八

年
秋
、

八
路

軍
総

政
治
部

が
、

前
線

記
者

と
し

て
晋
察
翼

辺
区

に
派
遣

し

た

人
物

で
、

翼
東

軍
分

区
組
織

科
長

、
晋
察

翼

辺
区
参
議

員

に
当
選

。

一
九
四

三
年

四

月

、
河

北
省

平
山

県

で
戦

死
、

二
六
才

だ

っ
た
。

司

馬
軍
城

、
本
名

は
牟

倫
揚

。

一
九
二
○

年
湖

北
省
利

川
県

に
生

ま
れ

た
。

一
九

三
七
年
抗

日
戦

と

同

時

に

北

上

し
、
陳

北
青

年
訓

練
班

に
参

加

。
陳

北
公
学

入
学

、

の
ち

『
晋
察
真

日
報

』
編

集
担
当

。

一
九
四

四
年

夏

戦
死

。

二
四
才

で
あ

っ
た
。

そ

の
他
、
曼

晴
、

徐
明

、
孫
摯

、
刑

野
、
陳

朧
、

林
采

、
流

茄
、
商

展

思

、
章

長
石
、

張
克
夫

、
胡

可
、

挑
遠
方

、

王
偉
、

張
慶

雲
、

孟
亜
、

鄭

康

な
ど

が

い
た
。

(魏
鋭
編

「晋
察
真
詩
抄
」

一
九
五
九
年
三
月
中
国
青
年
出
版
社
刊
。
)

か
れ

ら
は

日
本
軍

背
後

の
根
拠

地

で
あ
る

晋
察
翼

(山
西
省

・
チ
ャ
ハ
ル
省

・

河
北
省
に
ま
た
が
る
地
区
)
辺
区

の

全

地

域

で
、

昼
夜
を

分
た

ぬ
戦
斗

の
合

間

を

惜
し

ん

で
、

街
頭
詩

を
貼

り
出

し
、
伝

単
詩

(ビ
ラ
詩
)
を

敵

占

領

区

に

ば

ら
ま
き

、
到

る
処

の
集
会

で
自

作

の
詩

を
朗

諦

し

て
い
た

の
で
あ

る
。

か

れ
ら

は
殆
ど

が
わ

か
も

の
で
あ

っ
た
。

詩

人
で
な

く
戦
士

で
あ

っ
た
。

詩

は
戦

う
た
め

の
武

器

で
あ

っ
た
。

ひ
と

び
と

へ
の
訴

え

で
あ
り

、
ひ
と

び

と

に
勇
気
を

与
え

る
も

の
で
あ
り

、
ま

た
自

己
を
き

び

し
く
凝
視

す

る

も

の

で
あ

っ
た

。
二

四
才

で
日
本

軍

に
殺

害
さ

れ
た
陳

輝

は
、
そ

の
遺
稿

「
ぼ
く

の
志

願
書

」

で
次

の
よ
う

に
云

い
残

し

て

い
た
。

「
ぼ
く

の
歌
こ

え

は
、
甲

高

い
、

鋼
鉄

み

た
い

に
硬
く

て
力
を
も

っ
て

い
る
。

そ
れ

は

ぼ
く

の
世

界
が
戦

い
の
さ

な
か

で
あ

る
た
め
だ

。

ぼ
く

の
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歌
こ

え

は
自
由

だ
、
海

燕

み
た

い
に
あ

ら
し

の
な

か
を
飛

ん

で
い

る
。
ど

ん

な
形
式

も
束
縛

す

る

こ
と
は
と

う

て

い
で
き
ぬ
、

ま

た
ど
ん

な
鉄

の
水

門

で
も
、

白

日

の
到
来

を

遮

る
こ
と

が
で
き

ぬ
よ

う

に
。

ぼ
く

の
歌
こ

え

は
勇

敢
だ

。
戦
士

の
よ
う

に
、
弾

雨

の
な
か

を
決

し

て
避

け

る

こ

と

な

く
、
前

足

あ
げ

て
突
進

す

る
。

ぽ
く

の
歌

こ

え
は
　

火

と
燃

え

る
情
熱

と
生

き

い
き
と

し
た

現
実

と

で
充

た
さ

ね
ば

な
ら

ぬ
。
」

と
。

(
「十
月
的
歌
」
二
四
九
頁
)

一
九
七
五
年
九
月
稿
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